
全国学力・学習状況調査 Ｓ－Ｐ表
に係わる説明部分

教育課程研究協議会各教科プレゼンからの抜粋

２ 〜 ９ページ ； 国語科プレゼンより
１０ 〜１７ページ ； 算数数学科プレゼンより
１８ 〜２７ページ ； 中学校英語科プレゼンより

付録

1

問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

S-P表とは、全国学⼒・学習状況調査の結果を、学校や学級単位で、
縦と横がそれぞれ児童⽣徒（S：Student）と設問（P:Problem）の正
答数の多い順に並べ替えた表の中に、S曲線（⻘）とP曲線（⾚）を書き
⼊れたものです。

Ｓ−Ｐ表についてＳ−Ｐ表について
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問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

全国正答率の⾼い順

全国 9 8 7 7 7 7 6 5 5 3 正
答
数
の
多
い
順

正
答
数
の
多
い
順

10マス

全国正答率（点線）
本集団の正答数（実線）

7マス
⽣徒の正答数

セルの並び⽅と，Ｓ曲線，Ｐ曲線についてセルの並び⽅と，Ｓ曲線，Ｐ曲線について
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問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

正答 → ⽩
Ｓ曲線より左の誤答 → ⻩⾊
Ｓ曲線より右の誤答 → オレンジ

99：分類できない
解答

0：無解答

セルの⾊と数字についてセルの⾊と数字について

数字：解答類型
にある解答
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S-P表の活⽤⽅法

問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

① 全国的な傾向との⽐較ができます。
② 学校・学級ごと、児童⽣徒ごとの「重点的に指導すべきと考えられ
る設問」
の把握等により、授業の改善・充実に活⽤することができます。P曲線（⾚実線）が全国平均（⾚点

線）より上にある設問
学校・学級の正答⼈数の割合が、全国
正答率よりも低かった設問

S曲線（⻘線）より左側の誤答（⻩⾊
セル）
この児童⽣徒にとって⽐較的正答が容
易だったと考えられる設問

S曲線（⻘線）より右側の誤答（燈⾊
セル）
この児童⽣徒にとって難解だったと考
えられる設問 5

先⽣⽅の気付きより「左上の⽩い三⾓形」

問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

三⾓形の⾯積の広さ：中上位⽣の安定
三⾓形内の⻩⾊セル：⽐較的容易に解答できたは
ず
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先⽣⽅の気付きより「学級ごとの得意・不得意」

問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

問題番号２：全国正答率より上、指導のよさ
問題番号６：全国正答率より下、重点的な⾒直し
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先⽣⽅の気付きより「教員間の情報共有」

問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

同じ学校の違う学級で、様⼦がまるで異なることも
→指導の⼯夫を互いに共有し、活⽤し合う必要
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先⽣⽅の気付きより「丁寧な指導」

問題番号 1 4 2 8 3 9 5 10 6 7

正答⼈数 10 9 8 6 5 8 7 6 3 1 合計

⽒名 正答数

Ａ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 1 10

Ｂ 3 2 1 2 1 1 1 3 3 99 9

C 3 2 1 2 1 1 1 3 2 6 8

D 3 2 1 1 1 1 1 3 3 5 8

Ｅ 3 2 1 2 2 1 1 3 2 8 7

Ｆ 3 2 1 2 2 1 1 2 2 8 6

Ｇ 3 2 1 2 2 3 99 3 2 8 5

Ｈ 3 1 1 1 2 1 1 2 2 6 4

Ｉ 3 2 2 4 1 1 99 2 2 99 4

Ｊ 3 2 4 0 0 3 0 0 0 3 2

問題番号９：全国正答率より上、Ｈ⽣、Ｉ⽣も正答
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⼩学校算数 結果を分析し、学習指導の改善・充実へ

⻑野県の正答率：
７３．８％

全国の正答率：
７８．６％

全国⽐
− ４．８％

全国との差が⽬⽴った調査問題（例）
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解答類型に着⽬する

⇒９９の解答例 ２００

１ ◎

２

３

４

５

６

９９

０

２　と解答しているもの

１/２　または ０.５　と解答しているもの

７００　と解答しているもの

７　と解答しているもの

１４００　と解答しているもの

無解答

１４　と解答しているもの

上記以外の解答

県0.9％、国0.5％
※基準量と⽐較量の

判断の誤り

県１３．９％
国１１．６％

※・・・・・・

県7.4%、国6.0％
※差への着⽬

⼩学校算数 結果を分析し、学習指導の改善・充実へ
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〔第３学年〕 D 数量関係
○⽬的に応じて資料の中の数量の⼤きさの関係を読み取る

ことができるようにする。
⇒棒と同じ⻑さのテープを並べ、数量の⼤きさの実感的な

理解へ。

〔第４学年〕 A 数と計算
○包含除を苦⼿にしている⼦どもの割合が⾼い可能性が

ある。
⇒割り算の意味が広がっていることを整理する場を。

⼩学校算数 結果を分析し、学習指導の改善・充実へ
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中学校数学 結果を分析し、学習指導の改善・充実へ

⻑野県の正答率：
６９．１％

全国の正答率：
７２．８％

全国⽐
− ３．７％

全国との差が⽬⽴った調査問題（例）
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解答類型に着⽬する

【解答類型２】
県１１．０％
国 ７．９％

中学校数学 結果を分析し、学習指導の改善・充実へ

【解答類型３】
県１０．８％
国１０．６％
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○樹形図や⼆次元の表などを利⽤して起こり得るすべての場合
を数え上げ，確率を求めることができるようにする。

⇒表と裏の出⽅のすべての場合が（表表）,（表裏）,（裏裏）の
３通りであるという誤りを取り上げ，樹形図や⼆次元の表な
どを利⽤して起こり得るすべての場合を落ちや重なりがない
ように数え上げるといった活動を取り⼊れる。

○確率を⽤いて不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え判断
することができるようにする。

⇒２枚の硬貨を投げるとき，「２枚とも表になる」場合と，
「１枚が表，もう１枚が裏になる」場合のどちらが起こりやす
いかを判断する場⾯を設定する。

中学校数学 結果を分析し、学習指導の改善・充実へ
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☑個で⾒たときに，ど
の問題で正答してお
り，どの問題で正答
していないか。

☑左上の⾊のついた
セル

☑⾚点線よりも⾚実線
が上の問題

☑⾚点線よりも⾚実線
が下の問題

☑右下の⽩⾊のセル
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□授業改善の具体を，学年会・教科会で議論しましょう
S-P表を活⽤した授業改善を進めましょう 【算数数学】

授業改善シート・補充問題シートの活⽤を17

Ｓ-Ｐ表とは

【Student‐Problem score table】

◆クラス全体の傾向

◆個の学力の把握

◆設問による正答誤答のばらつき

授業の成果を教科会、学校で共有
授業改善のための資料

個別の指導・支援
18

Ｓ-Ｐ表とは
学級別解答状況整理表 ［英語］
●●中学校 第３学年 ●組 サンプル

各問題の全国の正答率
高 ← － － － － → 低

高

←
→

低

児
童
生
徒
の
正
答
率
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Ｓ-Ｐ表とは
学級別解答状況整理表 ［英語］
●●中学校 第３学年 ●組 サンプル

⻘線（Ｓ曲線）: ⽣徒ごとに、左から数えて正答数の数に当たる所を結んだ線
⾚線（Ｐ曲線）: 問題ごとに、上から数えて正答数の数に当たる所を結んだ線
⾚点線 : 全国の正答数の平均

⽩ ⾊ ⻩ ⾊ オレンジ⾊
⽣徒が正答した問題 ⽣徒が正答できなかった問題
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Ｓ－Ｐ表の活用① 個のつまずきへの支援
学級別解答状況整理表 ［英語］
●●中学校 第３学年 ●組 サンプル

⻘線より左側の問題＝児童⽣徒にとって⽐較的正答が容易だったと考えられる問題
早期の適切な指導が有効
どの部分でつまずいているかを⾒極めて、
その部分を重点的に丁寧な指導をすることが求められる

⻩⾊セル
（誤答）に着⽬
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Ｓ－Ｐ表の活用② 得意分野を伸ばす
学級別解答状況整理表 ［英語］
●●中学校 第３学年 ●組 サンプル

⻘線より右側の問題＝児童⽣徒にとって⽐較的正答が困難だったと考えられる問題
得意とする分野や理解の進んでいる分野の把握・再確認などにつながる
当該分野を重点的に指導することで、強みを更に伸ばす上で有効

⽩⾊セル
（正答）に着⽬
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Ｓ－Ｐ表の活用③ 指導状況を振り返る
学級別解答状況整理表 ［英語］
●●中学校 第３学年 ●組 サンプル

⾚⾊実線と⾚⾊点線に着⽬
誤答の内容にも注⽬

⾚⾊実線（Ｐ曲線）が⾚⾊点線よりも上にある問題
＝ 当該学級の正答⼈数の割合が全国正答率よりも低かった問題

当該学級の児童⽣徒の学習状況や指導の状況などを振り返るポイントに。
学級全体で重点的に指導すべき問題。
今後、実態に即した指導・⽀援の⼀層の充実が求められる。
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Ｓ－Ｐ表の活用③ 指導状況を振り返る
学級別解答状況整理表 ［英語］
●●中学校 第３学年 ●組 サンプル

⾚⾊実線と⾚⾊点線に着⽬
誤答の内容にも注⽬

５（１）
ある場所を説明する英⽂を読
んで、空所に⼊る語句として
最も適切なものを選択する。

９（１）②
⽂中の空所に⼊れる接続詞
として、最も適切なものを
選択する。
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H31 英語５(１) の調査問題「読むこと」

正答率（％） 全国 79.4 県 78.0 学級 60.6

解答類型 １（1名）２（20名）３（10名）４（2名）
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H31 英語９(１) ② の調査問題「書くこと」

（ ）内に⼊れるのに最も適切な語を選びなさい。

② 正答率（％） 全国 58.2 県 55.4 学級 39.4

① 正答率（％） 全国 79.9 県 77.1 学級 78.8

解答類型 １（1名）２（2名）３（13名）４（15名）無解答（1名）
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Ｓ-Ｐ表を活用して３年生の補充を

Ｓ－Ｐ表を活用することで見えてくる
・個のつまずき
・さらに伸ばしたい分野
・学級全体の課題

授業改善

テスト問題の
見直し
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北信教育事務所では，「北信版Ｓ－Ｐ表」の
エクセルファイルも用意しています。

ぜひ，活用してみませんか。

ご希望する学校は，北信教育事務所まで
ご連絡ください。
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